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利用者の陶芸や絵を掲載 したカレンダー

２００
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
開
始

柳
ぽ
殺
濯
弾
鋪

制
作
作
品
を
写
真
で
掲
載

鹿
原
の
知
的
障
害
者
授
産

施
設

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
（森

下
多
恵
子
園
長
）
が
、
二
〇

〇
四
年
用
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
、
販
売
し
て
い
る
。

施
設
の
利
用
者
た
ち
が
こ
れ

ま
で
に
制
作
し
て
き
た
野
焼

き
の
陶
芸
や
絵
画
、
刺
し
ゅ

う
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
た

カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
た
。

同
園
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
し

て
障
害
者
た
ち
が
秘
め
る
豊

か
な
世
界
を
見
て
ほ
し
い
と

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
一

利
用
者
の
表
現
活
動
を
多

く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
と
、

作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
し
、
二
年
前

か
ち
取
り
組
み
始
め
た
。
過

去
二
年
の
も
の
は
月
が
終
わ

る
と
、
そ
の
ベ
ー
ジ
を
破
り

捨
て
る
形
式
だ
っ
た
た
め
、

写
真
が
手
元
に
残
ら
ず
も

っ

た

い
な
い
と

い
う
声
を
受

け
、
今
回
は
終
わ
っ
た
月
の

ベ
ー
ジ
は
後
ろ
に
返
す
様
式

カ
レ
ン
ダ
ー
は
Ｂ
４
の
大

き
さ
。
表
紙
に
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ

京
都

の
交
通
安
全
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
で
出
演
者
が
着
用
す

る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
に

選
ば

れ
た
利
用
者

の
絵
を

使

っ
た
。　
一
月
は
今
秋
に
回

ん
ぼ
で
野
焼
き
し
た
上
の
造

形
物
、
三
月
は
刺
し
ゅ
う
、

六
月
は
カ
ェ
ル
の
陶
芸
作
品

な
ど
の
写
真
が
カ
レ
ン
ダ
ー

の
上
半
分
に
掲
載
さ
れ
、
下

”
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ョ
ロ
車
口
０
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
０
田
□
一

半
分
に
月
と
曜
日
が
記
さ
れ

て
い
る
”

利
用
者
た
ち
が
表
紙
と

一

月
～
十
二
月
ま
で
の
印
刷
し

た
紙
を
重
ね
る
作
業
を
し
、

専
門
の
業
者
が
十
三
枚
を
綾

じ
て
完
成
し
た
。
亘
百
三
十

部
作

っ
た
。　
一
部
人
百
円
で

収
益
金
は
利
用
者
の
賃
金
に

な
る
。
（⑩
容
６３
・５
０
３
０
、

み
ず
な
ぎ
学
園
。

用
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
全
国
的
に
電
動
車

い
す
の
か
か
わ
る
交
通
事
故

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
安
全
に
利
用
す
る
手
引

き
書
と
し
て
作
成
し
た
。

冊
子
で
は
、
電
動
車
い
す

は
、
道
路
交
通
法
で

「歩
行

者
」
と
（軍
義
さ
れ
お
り
、
歩

道
や
路
側
帯
を
通
行
す
る
こ

と
、
歩
行
者
と
同
じ
く
右
側

通
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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来
年
用
全
国
保
育
カ
レ
ン
ダ
ー

や
ま
も
も
保
育
園
児
の
絵
も
掲
載

全
国
の
認
可

・
無
認
可
保

育
園
百
二
十
園
で
つ
く
る
全

国
保
育
実
践
交
流
会
は
、
２

０
０
４
年
版
保
育
カ
レ
ン

ダ
ー

⌒縦
五
十
四
永
ン
、
横
三

十
八
我ン）
を
作
成
し
た
。
溝

尻
、
や
ま
も
も
保
育
園

（谷

回
実
智
代
園
長
）
の
園
児
の

絵
画
も
十

一
月
分
＝
写
真

＝
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。　
一

注
意
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
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部
千
二
百
円
で
販
売
し
て
い

る
。保

育
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
保

育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
子
育
て
の
悩
み

解
消
に
役
立
て
る
こ
と
を
狙

い
に
作
成
。
月
ご
と
に
国
児

の
絵
画
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
園
児
た
ち
の
絵
を
通
し

て
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

掲
載
し
て
い
る
。
】」
の
ほ
か
、

図
児
た
ち
が
元
気
に
遊
ぶ
ス

ナ
ッ
プ
写
真
も
併
せ
て
掲
載

し
て
い
る
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
四
万
部
作

成
、
売
上
金
は
無
認
可
保
育

園
を
中
心
に
運
営
費
に
充
当

す
る
。
（口
な
６２
・０
５
２
４
、

や
ま
も
も
保
育
園
。

佐
藤
良

子
の
ク
リ

ス

マ

ス
と
お
正
月
飾

り
展

十

七
日
～

二
十
九

日
、
浜

の

ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
サ
ン
ム
ー
ン

（
笙
６３

・
４
８
５
８
）
で
。

兵
章
黒
小
野
市
の
佐
葉
さ
ん

ソフトテエス府小学

ひまわリクの文字
京
都
府
小
学
生
選
抜
イ
ン

ド
ア
大
会

⌒府
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
エ
ス
違
盟
主
催
）
が
こ

の
ほ
ど
上
安
久
の
文
化
公
園

体
育
館
で
開
か
れ
、
舞
鶴
の

ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
所
属
の
文

字
朋
子
さ
ん
（余
内
小
六
年
）

と
野
田
玄

六
年
）
の
一

で
優
勝
し
一

文
字

・
一

戦
を
４
１
【

プ
で
相
手

せ
、
コ
ー
ト

真
。
二
十

一
、
二
十
二
日
は

佐
藤
さ
ん
が
お
正
月
の
苔
玉

飾
り
講
習
会
を
開
く
。
費
用

ヌ、は
場 材
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舞
鶴
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第

５
団

（稲
田
光
隊
長
）
は
、

市
内
の
寺
院
な
ど
で
不
要
と

な

っ
た

ろ
う

そ
く
を
回
収

し
、
ろ
う
そ
く
の
リ
サ
イ
ク

ル
製
造
に
取
り
組
む
鹿
原
の

知
的
障
害
者
授
産
施
設

「
み

ず
な
ぎ
学
園
」
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
十
四
日
、
国

員
ら
が
学
園
の
利
用
者
ら
に

贈

っ
た
。
人
島
商
店
街
協
同

組
合
と
舞
鶴
Ｔ
Ｍ
Ｏ
、
同
団

は
リ
サ
イ
ク
ル
製
造
さ
れ
た

ち
う
そ
ぐ
を
含
め
て

一
千
個

嘘
腋
一
呼
菌
，
、

庫
待
↑
キ
ｉｔ
‐‐

に
な

夕ずなぎ学園Jt=回収したろうてくを
るボーイ隊ら(右all)     ‐

舞鶴ポTイ スカウト

韓
ャ
ン
ド
ル
イ
ル
ミ
ネ
習
シ
ョ
ン
に

特
．！２４
日
熊
失
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
る

ド
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

開ヽ
催
す

る
。
点
火
ボ

ラ
ン

テ
イ
ア
を
募

っ
て
い
る
。

学
園
は
パ
ン
の
製
造
販
売

な
ど

の
授
産
事
業
を
実
施

し
、
利
用
者
た
ち
が
賃
金
を

得
て
い
る
。
ろ
う
そ
く
の
リ

サ
イ
ク
ル
製
造
も
数
笠
糾
か

ら
行

っ
て
お
り
、
寺
院
な
ど

で
不
要
な
も
の
を
回
収
、
そ

れ
を
溶
か
ｔ
て
ド
ー
ム
型
の

ろ
う
そ
く
を
作
っ
て
い
る
。

一
個
五
十
円
で
販
売
、
十

一

月
の
金
剛
院
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
５
団

の
ボ
■
イ
隊
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
製
造
の
事
業
を
知
り
、
ろ

う
そ
く
を
回
収
す
る
支
援
に

取
り
組
ん
だ
。
小
学
五
年
～

中
学
三
年
の
隊
員
人
人
が
、

先
月
か
ら
市
内
の
旅
鐘
や
結

婚
式
場
を
回

っ
て
、
提
供
を

呼
び
か
け
た
。
隊
員
二
人
が

集
ま

つ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
三
箱

分
を
学
園
に
贈

つ
た
。

隊
員
の
西
本
宇
宙
君
⌒１２
）

は

「お
手
伝
い
で
き
て
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ“

ん
集
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。
同
学
園
は

「協

力
し
て
い
た
だ
ま
あ
り
が
た

い
。
作

っ
た
ろ
う
そ
く
で
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
で

き
、
利
用
者
の
活
動

の
幅
も

広
が
り
ま
す
」
と
喜
ん
で
い

た
。
同
団
は
不
要
な
ろ
う
そ

く
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
∩
基

６２

・
０
７
０
４
、

稲
田
さ
ん

（宝
林
寺
）
。

人
島
商
店
街
で
の
キ
ヤ
ン

ド
ル
イ
ル
ミ
不ヽ
―
シ
ョ
ン
は

二
十
三
、
二
十
四
日
の
午
後

五
時
半
～
午
後
八
時
半
。
同

商
店
街
の
三
条
～
八
条
の
四

百
財
の
間
で
、
水
を
入
れ
た

コ
ッ
プ
の
中
に
ろ
う
そ
く
を

浮
か
べ
て
点
火
す
る
。
点
火

を
手
伝

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募

っ
て
い
る
。
（ロ

窓
６２

・
１
４
２
３
、
同
商
店

街
事
務
所
。
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施
番
歎駆翻
手
際
よ
く
アジ
とイ
カさば
↑

高
校
生
た
ち
に
魚
料
理
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
西

舞
鶴
高
校
（内
藤
行
雄
校
長
）

は
十
七
■
、！
家
庭
科
の
魚
介

類
の
調
理
実
習
の
授
業
で
、

湊
漁
協

（久
美
浜
町
▼
婦
人

部
の
女
性
た
ち
を
講
師
に
迎

え
、
指
導
を
受
け
た
。
三
年

生
十
六
人
が
女
性
た
ち
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

手
際
よ
く
ア
ジ
と
イ
カ
を
さ

ば
い
て
刺
し
身
な
ど
に
し
て

食
べ
た
。

府
教
委
の

「高
等
学
校
き

ら
め
く
魅
力
推
進
事
業
」
の

挟
り
畳
チ
と
し
て
蔦
ｔ
。
ヒ

り
組
み
で
、
西
高
で
は
英
語

な
ど
の
六
教
科
で
各
学
期
に

一
回
ず

つ
開
い
て
い
る
。

家
庭
科
の
食
物
を
選
択
し

た
生
徒
が
、　
一
学
期
に
も
ア

ジ
を
使

っ
た
料
理
に
挑
戦
し

た
。
魚
食
普
及
に
取
り
組
む

府
漁
連
職
員
も
来
校
し
て
指

導
。
三
年
生
の
浜
崎
大
司
君

（・７
）
＝
松
陰
Ｈ
は

「初
め

て
魚
を
さ
ば
い
た
時
は
気
持

ち
悪
か

っ
た
が
い
ま
は
面
白

い
。
家
で
も

一
度
自
分
で
刺

し
身
を
作

っ
た
」
と
手
慣
れ

た
様
子
で
さ
ば
い
て
い
た
ｏ

八島商店街で

熱
の
調
醒
t極
拶隆
韻

ンヽ諸
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三
宅
上

の
お
年
十

ョ
一宅
本

房
枝
会
ビ

吸
の
三
な

マ
ス
会
え

テ
ィ
ア
が

〈石」　一ゐ）△

ビ

ン
ゴ
が

府
と
士

な

っ
て
い

薔
が
完
了
・

の
同
寺

一戻
っ
て
与

前
に
修
を

に
、
絹
ム

落
ち
る
チ、

三宅ひまわり会が
力 1 1 サ _ サ ハ 勲騰 止‖
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